
固有名詞の普通名詞化 覚書

清 水 克 祐

(1)

詩 人JamesKirkupの エ ッセ イ集SpeakingPersonally))に,姓 や 名,

あ だな をを扱 ったエ ッセ イ"What'sInaName.?"が あ る。その最 後の所

で,詩 人 はWhat'sinaname?と 自問 し,そ してみずか ら答 え を出 して

い る。

Everything! _Andnothing!

す べ て であ り,ま た無 である。

これは詩 人 らしい慧眼 と言 えよ う。 しか し詩 人たちは この あ とシ ェイ

クス ピアの 『ロメオ とジュ リエ ッ ト』か らの文句 「われわれがバ ラ と呼ぶ

ものは,ほ か の名 前 に変 って も甘 い香 りは変 る まい」

Thatwhichwecallarose

Byanyothernamewouldsmellassweet.

を引 用 しつ つ,「 名前 は,い かに美 し くまたいか にみに くくて も,符 号 に

しかす ぎな い」 と言 ってい る。

これ を言語学 的に ま とめてみ る と,固 有名詞 は,普 通名詞 とちが って,

単 に個物 に 直結 して いる。す なわ ち固有名詞 は内包的意味 を持 ってい な

い,2)と い うこ とにな る。

その通 りで あるが,そ れだけで は固有名 詞が その言語社会 におい て果

たす機能 と意味 を十分 に明 らかに してはい ない,と 思 われ る。

この問題 に 関 して,OEDに お け るpropernameの 定 義 と解 説が,重

要 なる示 唆 を与 えて くれ ている。OEDで は,固 有名詞 内には 内包的 意味
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は ない としつつ も,そ う名付 け られ た個物 の属性 か ら,と きには 内包 的

意味 を受け る ことが あ り,そ の固有名詞 が普通 名詞 として用 い られ る,

と明瞭 に指 摘 して いる。

ここまで くると,Kirkupが 詩 人の直観 で言 い切 ったEverything!And

n6thing!の 意 味 が氷解 す る。固有名 詞は なんの意 味 もない もの であ るが,

と きには意 味 を持 って普通名 詞 と して転 用 され る,と 。

固有名詞 の普 通名詞化 の事 象は,従 来 の学校 方法 で も扱われて きてい

る。 ところが,通 例,HeisaNewton.(彼 は ニュー トンの よ うな人 だ)

の よ うな例文 が提 示 され,固 有名詞 の前 に不定冠詞が 来 るのが,日 本 語

の場合 とちが って,英 語 の文 法の ひ とつ であ るこ とが教 えられ る。

形態的 には,そ の通 りであ るが,そ れでは その 固有名 詞が普通名 詞に

転用 され た場合 に生ず る内包的意味が 見落 されて いる。

従来の英 語教 育 にお いて も,こ の点 は看過 され て きた。せ め て学生 に

例 文 を提示 す るに して も,

SekiKowaissometimescalledtheNewtonofJapan.3)(関 孝 和は

ときには 日本のニ ュー トン といわれ る)

の よ うな,有 意味の文 を提 示 したい ものであ る。関孝 和 とニ ュー トンの

それ ぞれ の属 性が あ る点で合致 して,こ の比喩的表現 が なるほ どと首肯

させ る ものがあ る。

固有名詞 が普 通名詞 に転 化 した とい うのは,英 語 なら英語 ということば

の生命の血 と化 した,と 言ってよいであろう。その普 通 名詞化 した単語 の

中には強力 な る文 化 的背 景がある。 こういう 「ことばのイメー ジ」 を理解

しな くては,英 文解釈 をして も,皮 相 的な解 釈 に終 ってしまうし,英 米文 学

の作 品を鑑 賞す るに して も,浅 薄 な印象 で終 って しま う恐れが あ る。

固有名詞 の普通名詞化 につ いての研 究は,従 来 もな いわけでは なか っ

た。英語学 者ErnestWeekley4)(1865-1954)やEricPartridge5)(1894

-1980)な どのす ぐれた業績 もあるが
,英 語学 の研 究全 体か ら見 る と
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フ ィロロ ジー と リング ィステ ィックスの両 方 をあわせ て も これ らの

研究 は まだ少数派 であ る。 しか し,渡 部昇 一が 「イメー ジの考古学 」6)と

し て新 しい語源 学 を提 唱 し実 践 してい るの と同 じように,「 イ メー ジの

化 石」 として 固有名詞 の普通名詞化 の研 究 を確 立す る必要 があ る と思 わ

れ る。

こ とば を 「イメー ジの化石 」 として とらえる とらえ方 は,決 して新 し

いものではない。先 にあげ たOEDの 編 集 の必要性 を学 界内外 に よびか

け た推進役 の英語学者RichardC.Trench6)(:1:・)は,こ とば を,

す なわちwordsを"Fossilpoetry"(化 石 となった詩)と して とらえ,

そ の観 点か らの研究 を説いて いる。

われわれ もこの原 点に立 ちも どり,こ とば を見直 し,英 語研 究 と教育

の座標軸 を構築せね ばな らな い。

(2)

日本 語に も,固 有名 詞の普通名詞化 の現象 はある。 その内包的意味 に

焦点 を当てつつ レキシ コン(小 語 い集)を 編 集 した先達に幸 田露伴7)が い

る。

露伴 は明治33年6月 『当流人名 辞書』を表 わ し,155語 の 語 いを収録

した。 その中には権助,三 助,雲 助,源 五郎,五 郎助,兵 六,紺 屋 太郎,

坂 東 太郎,筑 紫二郎,四 国二郎,な どが含 まれ ている。

これは注 目すべ き指 摘 である。 固有名 詞の普通名詞化 は,日 本語 にあ

っては,地 名 に由来す るものが圧倒 的に 多 く,人 名 に由来す る もの は少

ない。その少 ない例 の収集 であるか らで ある。

これに反 し,英 語にお いては,地 名 に由来す るものは もちろん,人 名

に由来す る もの も多い。安原博純8)は こ う言 って いる。

例 えばCapeKennedy,ケ ネ デ ィ空港,フ ルブライ ト委員会 な ど日本

では考 えられない。有名 な大学Harvard,Stanford,Vanderbiltな ど

は創 設者 の名 であ り,日 本 な らさしずめ大 隈大 学(早 稲 田),福 沢 大 学
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(慶 応),成 瀬 女子大学(日 本女子大学)と す る ところであ る。 しか し

日本 では一 般 に個 人名 を出す こ とを控 え る傾 向が 強い。 これは 日本 人

の非個 人主義 的 な集 団指 向性の反映 であ る。

この よ うなわけ で,英 語 におけ る固有名詞,と くに人名 の,普 通名詞化

は,英 語 の特 徴 を示 すパ ラメー ター とな って いる。

この一例 として,男 の名Jackを 取 り上 げてみ よ う。フ ランス語Jac-

quesに 相 当す るこの名 は英語 で実に よ く用い られて いるが,そ れが普通

名詞化 してJackandJill(若 い 男 と女)と 古来英語 の童謡の 中で歌 われ,

こ とわ ざに も多 く登場 してい る。

さらに,複 合 語の 第一構 成要 素 として,jackhammer(手 持 ち さ く岩

機),jackshaft(ジ ャ ックシャフ ト),jackknife(ジ ャ ックナ イフ),jack-

straw(わ ら人形),jacktar(水 兵,船 乗 り),jackass(の ろ ま),jackdaw

(小 ガ ラス),jackstone(お 手 玉)な ど,と 重用 され てい る。

また複合 語の 第二構成要 素 として,applejack(リ ン ゴブ ランデ ー),

bootjack(長 靴 の くつぬ ぎ器),smokejack(焼 ぐし回 し),blackjack(小

こん棒,ビ ールの大 ジ ョッキ;黒 旗;黒 いカ シの木),cheapjack(安 売

りの商入),CousinJack(コ ン ウオー ル人),crackerjack(ず ば ぬけて

いいもの ・人),flapjack(ホ ッ トケー キの一種;コ ンパ ク ト),manjack

(個 人),steeplejack(尖 塔 職 人),lumberjack(き こ り)な ど。

ErnestWeekley9)は つ とに訴 えてい る。 これ らのjack一 または一jackの

複 合語は きわめて英語 的であ るが,ど うして こ うい う語 形成 がで きるの

か,そ の仕組 み を私 よ りあ との言語学者 は解 明 して欲 い ・,と 。Weekley

の この希望 は,現 在 まで,か なえ られてい ない ようである。これ はJack

だ け に限 らな い。

筆者が学生 の ころ,朝 鮮 戦争 で米軍 は対 戦車砲 として一種 の ロケ ッ ト

砲 「オネ ス トジ ョン」(直 訳,ま じめ人間)HonestJohnを 導 入 したが,

そ の戦場 での活躍 は別 として,わ れ われはそ のnamingに び っ くりした
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もの であった。

(3)

固有 名詞 の普通名詞 化の例 として,こ どもで も知 って いる例 に,サ ン

ドイ ッチsandwichが あ る。かけ勝負 に夢 中に なったあま り,こ の 簡便 な

食べ物 を考 えつ いたサ ン ドイ ッチ伯JohnMontagu,theFourthEarlof

Sandwich(1718-92)は 幸 いなるかな。彼の名 は英語 とい うこ とば,あ る

いは 日本語 とい うこ とばが この世 か ら消 えてな くな らない限 り,永 遠 に

存続 す るであろ う。

このサ ン ドイ ッチ伯 の名 がハ ワイ諸 島の 旧名theSandwichIslands

と関 係が ある と知 る と,ま す ます この人物 がお もしろ くな る。 この貴族

は,今 の 「海 軍大臣」 に当 る要 職 にあった人 で,米 国独 立戦争で英 海軍

がみ じめ な敗 北 を喫 したの も,こ の よ うなバ クチ好 きあ人が頭(か しら)

で あったか らだ,と の説 もある くらいであ る。 だが,彼 の功績の ひ とつ

に,キ ャプテ ン ・クックを世 界探 険の旅に出 させ,ハ ワイを発見(?)

させ たこ とが あげ られ る。 だか らその 旧名があ った。

植物 にGuernseylilyと い うのがあ る。最新 刊の研究社大英和 辞典5)に

は,鮮 紅 色の 繖(さ ん)形 花 をつけ る球 根植物(Nicenesarniensis)(ア

フ リカ南部原産 で,Guernsey島 に 帰化),と 説 明が ある。 ガー ンジイ島

はイギ リス海峡 にあ る英 国の島。その 島に帰化 した植 物 であ るこ とはわ

か るが,そ れが何 で あるかズバ リ知 りたい ところで たる。小 学館 ランダ

ムハ ウス大英和 辞典 には,ヒ メヒガ ンバナ属 の球根植物,と あ る。

OEDを 見 ると,a?JapaneseorS.Africanplantと 出 てい る。研 究

社 は ど うしてOEDに?マ ー ク付 きなが ら出て い るこの 日本起原 説 をカ

ッ トしたのか,そ の理 由 を知 りたい ところで ある。OEDに は,1664年 の

例 文 として,ガ ー ンジー リリは 日本のス イセ ンであ る,が あ るし,1838年

の ペニ百科事典 か らの引用,「この植物 は 日本 原産 であ る」をのせ て いる。

これ らの説は植物学 的に取 るに た らない もの なのであ ろ うか。
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IsaacTaylor1°)に よ る と,こ の植 物の名 には奇妙 な歴 史が秘 め られて

い る,と い う。オ ランダの植物 学者 で旅行 家で あるKaempferが こ の花 を

日本 で見つ け て,そ の球根 を持 ち帰 った。 ところがその船がガー ンジー

島沖合 で難 破 し,球 根 の一部が この 島に流れつ いて,芽 を出 し,美 しい

花 を咲かせ るよ うにな った,と い うのであ る。

OEDに も,1659年 ご ろ,日 本か らの船 が難破 して,打 ち上げ られ た球

根 が この 島で育 った,の 趣 旨の例 文(1895)が 出 ている。

ヒメヒガ ンバナ は別名 まん じゅしゃげ とい うの であれ ば,長 崎 とも大

いに関係 が あ る。Guernsey .lilyの 日本起 原説 を無視 す るわけには いかな

いよ うで ある。

最後 にひ とっ,CODの6版(1976)に 新 語 として出て,研 究社 大英和

に も出て いるsatsumaに つ いて触れてお く。要す るに,今 のイギ リス人

は(ウ ンシュ ウ)ミ カンのこ とをし きりにsatsumaと 言 ってお り,そ れ

が辞典 に記述 され るよ うになったので あるが,ミ カンの こ とをsatsuma

と言 われ る と,聞 く日本 人のほ うがび っ くりす る。温州密柑 は中国 の地

名 「温州」 と無関係 だ そ うだが,こ のsatsumaは 鹿 児島原産 と研 究社大

英和 にあ るのはいかが なものか。輸 出地 としての名が取 り入れ られ た も

の と推測 され るが,他 の事情 もか らみ合 ってい るか もしれない。

CODも 研 究社大 英和 もsatsuma6こ つ いては,最 初 に薩摩 焼 き を掲 げ

ている。研 究社 には 「日本 の最 も有 名 な製 品 として ヨー ロ ッパで誤 って

見 られて きた磁器 の一種」との解説 があ るの は有益 。EncyclopediaByi

tannica(1980)に は,19世 紀 に,輸 出用 にい わゆ るSatsumapotteryが

製 造 されたが,薩 摩で作 られ たのでは な く,京 都 で作 られ,東 京 で仕上

げされ たけば けば しい質の悪 い もので ある,の 記述が ある。

固有名詞 の普通 名詞化に もいろい ろなフ ァクターが あって注意 を要 す

るが,か え ってそ こに その語 の もつ文化史 的背景が うか がえ る。
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